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生涯スポーツに つほ げる球技領域の 体育学習 

  テニス・ ハ トミントン，卓球等の 指導を通して   

浦添市立仲西中学校教諭 城 間 久 子 

1  テーマ設定の 理由 

現在の高度な 情報化社会，科学技術・ 社会経済の急速な 進展は，物質的に 豊かな生活環境を 作 

ってきた。 これに伴い，労働時間の 変化や余暇時間の 増大によって・ 多くの人々が 健康増進や体 

力の向上など 運動への関心が 高まってきた。 さらに高齢化社会を 迎えた中で，国民が 健康で明る 

く 豊かな生活を 宮むためには ，生涯にわたり 適切なスポーツ 活動に親しむことが 重要であ ると考 

えられるようになってきた。 

今回の学習指導要領の 改訂において ，中学校の保健体育科では「生涯体育・スポーツ」への 方 

向を重視する 立場から，運動やスボーッに 対する能力・ 適性，興味・ 関心等に大きな 個人差が見 

られるようになる 中学校段階においては ，学習指導をより 確実なものにするため ， 「個人差に応 一 """"""" 

を 充実させることが 重要であ るとして。 選択履修を大幅に 拡大 

するとともに「生徒選択」による「運動の 選択性」の導入を 示唆している。   
しかし，各学校において「選択制の 授業」が試みられてはいるが ，現在のところ ，生徒選択の 

場合，過去の 自分の経験の 範囲内で選択する 傾向にあ る。 生涯体育・スポーツを 目指す学習指導 

をどのようにとらえるか ，どのような 学習能力や学習経験を 重視するか，中学校 3 年間の学習の 

系統性や発展性をどのように 考えて学習をすすめるか ，学習指導を 行 う ための学習内容や 学習方 

法を多様に工夫しながら 学校独自の指導計画を 作成することが 重要視されている。 

そこで，選択制の 授業を今までの 自分が実践指導したことの 反省点を踏まえ ，本校独自の 指導 

計画を作成したいと 考え ，本 テーマを設定した。 

Ⅱ 研究の仮説 

選択履修が大幅に 拡大された意味を 理解し ， いろいろな種目を 経験させることによって 生徒選 

択が図られる。 テニス， バト ミントン，卓球等は 社会スボーッとしても 見 じかに取り入れられて 

いるので中学校においても ，積極的に教材化し ，マイスポーツを 獲得する方向へもって 行くこと 

が生涯スポーツにつながるであ ろう。 

m  研究内容 

1.  これからの学校体育に 求められるもの 

これからの社会の 変化・変容の 中で人々が生き 生きと豊かで 充実した生活を 送るためには ， 環 

境の変化に対応する 能力を育成し ，生涯を通じて 自己実現の機会や 生きがいのあ る生活を実現 

することが望まれる。 運動やスポーツは ，人生をより 豊か ic 充実させていくためには 大いに 役 

立つものであ り，すべての 人々が生涯にわたって 親しんでいく 意義は大きい。 つまり，運動や 

スポーツは， 単 fc 青少年期あ るいは学校 期 のものということではなく ，生涯を通じて 必要な「 生 

一 107  一 



店内容」として 考えられるようになったということができる。 

したがって，これからの 学校体育は，生涯体育・スポーツを 目指して運動やスポーツを 自ら 

実践 し ，工夫していく 自己教育力を 備えた人間を 育成することが 重要となる。 

中学校 期 にもなると，運動をめぐる 諸能力や通性，興味や 関心には大きな 個人差が見られるよ 

うになる。 すべての生徒に 運動の楽しさや 喜びを味わわせ ，すべての生徒が 自己の能力や 適性 

に 応じて主体的に 運動に親しむことができるようにするためには ，一人一人の 生徒にとって 意 

味を持つように 体育の学習を 組織していく 必要があ る。 しかし，現状では 施設設備の問題や 用 

旦 （ 指導者の面から 関係してくるので ，学校の実態に 応じてその範囲を 考えるであ ろうが， で 

きるかぎり工夫をして 生徒の側から 対応して い くことが重要であ ると考えられる。 

2. 中学校における 選択制の考え 方と年間指導計画の 必要性 

Ⅲ 選択制の授業のねら ぃ 

生徒の多様なスポーツ 欲求を満たし ，生涯にわたりスポーツを 楽しむ技能と 態度を育てる 

とともに，学習の 基盤となる学習計画の 立案とその評価，学習集団の 編成や維持，用具や 場 

の設定や工夫などの 力を養 う ことにあ る。 今回の学習指導要領の 改訂では，生徒の 発達に応 

じて中学 2 年から大幅に 選択が導入されている。 これは，今までの「学校選択」ではなく ， 

学習者であ る生徒自身が 選択できる「生徒選択」であ る点に注意し ，それをふまえた 年間 指 

導 計画の工夫が 必要になってきている。 

(2) 年間指導計画作成上の 基本的な条件 

年間指導計画作成上の 基本的な条件には・ 次の 5 点が考えられる。 

① 生徒が選択学習を 進める上での 準備状態 ( レディネス ) はどうか 

中学校段階では ，生徒がそれぞれに 自分の能力に 応じて運動の 特性に触れる 楽しさを学 

び取る力をつけることが 大切であ る。 そこで， 1 年 生ではいろいろな 種目を経験させて 2 

年 生から選択制を 導入することがより 深みのあ る選択ができると 思、 ぅ 。 

⑥ 浦添市内 4 中学校の 1 年～ 3 年 420 人のアンケート 結果から 

球技領域の 8 種目 中 ，生涯を通してやりたい 種目をあ げなさい。 

好きな種目の 順位は次の通りであ る。 

  年申 バスケ，バレー 
，サッカ コ なよ， 芭薮 ・二 % 俺 ，ハンド，ソフトの 順であ る。 

2 年中バスケ，バレー ，卓球，テニス ，サッカコソフト ，バド，ハンド ， 
"" ぺ八。   

3 年 イ バレⅠ バド ，テニス，バスケ ， ソフト，サッカ コ ハンド，卓球の 順となって ヤ ""  """""""   
いる。 

アンケート結果から 1 年では小学校での 種目経験が大きく 影響していると 思われる。 

2 . 3 年生からテニスやバドミントン ，卓球にも興味・ 関心が現れていることが 伺われる。 

② 球技種目 

新学習指導要領の 球技領域がこれまでの『集団スポーツ』から [ 球技 ] に改められて 

ア バスケットボール 又はハンドボール。 

イ サッカ 口 
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ウ バレーボール。 

オ ソフトボール。 

生涯体育・スボー ツ の観点をこれまで 以上に重視して ，従前の運動種目に 人々に人気の 

あ る「ハンドボール」， 「テニス」， 「卓球」， 「バドミントン」及び「ソフトボール」 

を 新たに加えて 8 種目で構成し ，これらのうちから 選択して履修できるよ う にしている。 

選択制が導入され 教師側からの 選択ではなく『生徒選択』であ るということ lc 着目し ， 「 や 

ってみたい」という 興味・関心のあ る種目においては 自主的・意欲的に 参加すると思うの 

で，そこで基礎・ 基本を徹底して 指導の援助ができるようにするための 工夫が大切であ る 

と思、 う 。 

③ 用具・施設・ 設備の問題 

教師用アンケート 結果から 

ア テニス経験一一 16 人，               l 人 

( 時々 ---0 人， ト一ナメントに 参加一一 4 人，以双に少し 一一 4 人 ) 

ィ 中学校 3 年間で 8 種目経験させた 方が良いと思いますか。 

， 甲う Ⅰ 、   10 人，思わない   5 人，その他   2 人 

思わない，その 他の理由 

。 生涯スポーツを 思考していくのなら 経験さえすればよいというのではなくカリキュラ 

ムや施設設備・ TT の条件を考え ，選択した方がよい。 

。 数多く教えることはないと 思、 ぅ ，自分ができるもの ，できそうなものを 選んで指導し 

た 方が生徒のため @C 良いと思 う 。 

。 経験させることはけいことだが 学校の施設設備・ 場所など考慮する 必要があ る。 

ウ 球技領域で困っている 点について 

。 選択制にした 場合の人員のかたよりの 問題   4 人 

。 施設・設備の 不備   8 人 

。 ルールの取り 扱い ( 技能・レベルに 応じた ) 一 1 人 

。 あ る学校では中学 1 年の球技はハンドボールのみで ， 2 年から選択制にするというこ 

とで生徒は何を 基準に選択するのか 疑問であ るという教師間の 共通理解の問題。 

アンケート結果から ，施設設備について 

運動のできる 陽 一一一 体育館，運動場 ( 場の工夫 ) 

体育館一一テニス ，バドミ ントン，卓球 ( 女子 ) 

運動場   ソフトボール ，ハンドボール ( 男子 ) 

既設の施設をいかに 工夫して対応するかが 大切だと 9 、 ぅ 

の 指導方法   男女別中学 1 年 という発達段階においては ，基礎・基本を 重視し男女 川 

の 学習が望ましいと 考える。 

種目の組み合わせ 例 テニス・バドミントン・ 卓球をセット 

( 不ット が 境 ) バレーボール・テニス 
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バレーボール・ 卓球・バドミントン 

⑤ 指導者 選択制においては 教師集団の協力態勢が 重要視される。 

指導体制の確立，各種目の 指導力を高める 為 教材研究やミーティンバを 定 

期的に行い共通理解を 深めていく必要があ る。 

3, 地域テニス倶楽部に 所属し，活動している 加入者アンケートから 

対象年会 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 

22 人 9 人 12 人 13 人 14 人 8 人 5 人 

結果 ( 成人対象 ) ( 生徒対象 )   
問 1  テニスを始めた 年会 

10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 3 歳 6  7  ]0  11  12  13  14  15  16 

13 人 7 人 Ⅱ 人 7 人 6 人 2 人 1. 人 1  1  1  1  2  4  4  3  2 

問 2  始めたきっかけは 

①友達に誘われて                                                       22 人 ①友達に誘われて                                                       6 人 

②スボーツ教室に 参加して                               14 人 ②親がやっているから                                           8 人 

③兄弟に誘われて                                                       13 人 ③兄弟に誘われて                                                       7 人 

①テレビを見て                                                             1 人 

問 3  小学校，中学校の 体育の授業で、 テニス 

やバドミントン 卓球が出来ることに 対して 

ど う思 いますか                         

全員……大変うれしい 
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問 4  楽しいと感じる 時はどんな時ですか 

①ゲームをしているとき                                     3,1 人 

②ラリーが続いたとき                                           20 人 

③ゲームに勝ったとき                                           14 人 

①その他 ( 仲間との交流 )                               5 人 
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③ゲームに勝ったとき                                           12 人 

①運動部に所属                                                             19 人 

②無し ( 吹奏楽部 )                                                 2 人 

安 生涯スポーツとの 関わりからの 考察 

テニス倶楽部に 所属している 83 人のアンケート ( 成人 61 . 生徒 22 人 ) 

ァ 年齢層の幅が 広 い 

老若問わずゲームをしている 時が大変楽しい ， 又 仲間ずくりも 起因している。 

ィ 生徒はゲームに 勝っために練習をする。 といえよう。 

ゥ 成人の多くは 運動の必要性 ( 運動不足の自覚 ) から始めたことがゲームをすると 尚一 

層楽しくなり ，継続することができた。 といえよ う又 加入者のほとんどが 学生時代は運 

動 部に所属していてスポーツが 得意であ った。 
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昭和 60 年度日常生活の 生涯スボーッ 実態調査 ( 浦添市教育委員会 ) 資料からと 
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目 テニスコート 16. 此 
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ロトリムコース 3. 5         

ぶ その他 3. y Ⅹ 

Ⅰダートト ノ レナ 傍 2. シ 

ロオリエンテーリンバコース 2. 鱗 
2 l ズ 良 ワッカ一場 

ム 亡 ミ十 Ⅰ Ⅰ㏄ 抽 

( 年代別 ) スボー ツ 0 玉付のためにつくってほしい 施ヨはどれてすか ? 

      ㏄ 8% 

ショギン クコース 
O テニスコート 

海の家 ( 山の家 ) キャンプ 窩 
フール 

散歩コース 

ワイクリンクコース 
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オリエンテーリンクコース 
そのィ也 

ケートホール 場 

20 代 30 代 4CW 代 5CW 代 60 ィ封 山上 

( 性別 ) ス 六一 ツや 達 助 のためにつくってほしい 施設はどれてすか ?  ド スト ]0) 
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海の家 ( 山の家 ) キャンプ 朗 
ブール 

テニスコート 
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ト リ ムコース 

Ⅰ 00 

  

  
その他                                                                                             

ゲートポール 窩                                                                                                                               

オリエンテーリンタコース                                               
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]. 生涯スポーツの 実践 

現在の科学の 力 をもってしても 老化を食い止めることはできない。 ただ，栄養摂取やスポー 

ッの 実践が適切であ れば老化の速度を 遅らせることは 可能であ る。 文部省体育局の 体力・運動 

能力調査報告書によって 運動・スポーツの 実施状況別壮年体 力 テストの合計点、 ( 女性 )  ( 図 1) 

をみると「殆ど 毎日」スポーツを 実施している 45 ～ 49 歳の女性の壮年体力テストの 合計点、 は ， 

スポーツを「しない」 35 ～ 39 歳の女性の合計点、 にほぼ匹敵している。 すなわち，日常生活の 中 

で 継続的にスポーツを 実施する者は ，実施しない 者よりもおおむね 10 歳程度の若い 体力を保っ 

ていることが 分かる。 図 1 からも明かなと うり ，生涯の各年齢段階において 適切なスポーツを 

選択し，そのスポーツを 日常生活の中で 継続的に実施することによって 年齢よりも若い 体力を 

保有することができる。 

図 1 運動・スポーツの 実施状況別壮年体力テストの 合計点 ( 女性 ) 

[ 点 ) 
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  70-                                     
  

50 -   
  
  
  

Ⅰ O       
  
  
    

乱 
    
  
    

        
                        S5< 哉 ) 
              

  「昭和 61 年度 体力・運動能力調査報告書」 文部省体育同 1987 年 ) 

森 隆夫・高野 尚好 豊かなり・たくましく 生きる人間 

48 頁～ 59 頁より抜粋 

2, 継続的スポーツ 実践の条件 

成人の多くは ，運動不足を 自覚し， 「運動しなければならない」と 考えている。 しかし，必 

要性を自覚しながらなぜ 継続的にできないのだろうか。 

反対 @c, 現在，日常生活の 中で継続的にスポーツを 実践している 地域スポーツクラブ 加入者 

の在学中のスポーツ 歴を問うと次のとおりであ る。 
    

図 2  地域スポーツクラブ 加入者の在学中のスポーツ 歴 
0@ 10@ 20@ 30@ 40@ 50@ 60% 

体育の授業以外ほとんどしない     26.5 

スポーツはよくやったが 部活動しなかった 13.7 

部活動やクラブ 活動よくやった 54.7 
その他 0 ． 4 

無記入・不明 4.3   
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図 2 によって加入者の 在学中のスボーッ 歴をみると 

体育型のスボーツ 加入者 (55%) 

体育の授業のみ {2196)   
図 3 地域スポーツクラブ 加入者の在学中のスボー ツ に対する意識 

0  10 20 30 40 50% 

得意な方で・ 好きだった 45.3 

得意ではなかったが ，好きだった   36. Ⅰ 

得意な方であ ったが・好きではなかった ].5 

得意でもなく ，好きでもなかった   Ⅰ 2.4 

無記入。 不明 ].7 

図 3 にみる在学中のスボーッ 意識について 

得意な方で ， 好きたった (45%) 

得意ではなかったがすきだった (36@0 

得意でも好きでもなかった (12%) 

以上の調査結果から 成人になってからスボーツ 活動を継続的に 実践出来る条件は ，在学中に 

ポーツの価値を 認識させることのほか ，スポーツ好きにさせ ，得意にさせることが 望ましいと 

いうことが理解できる。 

3. 好きなスポーツの 発見 

好き ， 嫌いは，各自が 色々なスポーツを 体験してみで 判断することであ る。 したがって，理 

論的に学校教育や 社会教育に於て 各種のスポーツを 学習し，それらの 中から自分に 適した スポ 

一ッを 選び出すことがこのまし い 。 

( 好きなスポーツの 発見の機会としては ，学校教育においては ，教科の体育，体育的学校行事， 

クラブ活動，特別活動及び 部活動があ げられる。 社会教育においては ，スボーッ教室・スポー 

ツ行事， クラブ活動などがあ げられる。 ) 

4. スポーツの楽しさの 体得 

スボーッの楽しさは ，課題の困難   桂 ，その人の意欲・ 協力し合う仲間，指導者の 指導力， 施 

設の快適性等によって 多様 ィヒ される。 

ア 運動欲求を満たす 楽しさ 

スボー ツ の多様な楽しさ ィ スポーツの課題を 達成する楽しさ 

ウ 仲間と協 フ J し 合う楽しさ 

*  当面のスポーツ 技能の課題や 競争の課題が 達成できたとき「できたぞ」 「勝ったぞ」 

と 歓喜する楽しさであ る。 

*  達成した課題の 困難性が高ければ 高いほどその 楽しさは大きい。 

新学習指導要領の 保健体育は，各種の 運動の学習を 通じて運動技能や 運動の楽しさの 

体得，体力の 向上，運動の 必要性の理解などを 通して各自に 適した好きな スポ 

動の発見を目指している。 
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W  学習展開の実際 

テニス・バドミントン・ 卓球種目の共通した 特性 

Ⅲ 用具 ( ラケット ) を使用する種目で 1 対 1 . あ るいは 2 対 2 でゲームを楽しむ 対人スポー 

ツで双方のチームがネットで 明確に分離されボールの 打ち合い ( ラリ一 ) を中心に攻防を 展 

聞 するスポーツであ る。 

@2j サーブ，サービスリターン ，スマッシュやストロークの 技術，ボールに 対する予測 力や 瞬 

発力が養われる。 

③ 技能の高まりに 応じてルールを 工夫しながらゲームを 楽しみ，学習を 進めるためにマナー 

や安全の大切さを 知ることができる。 

t4) ボール ( シャトル ) でラリーが続くと 楽しさが増し ，相手の動きを 見ながらボール ( シャ 

トル ) をコントロールできるようになると 楽しさは増大する。 

(5} 楽しさが増大することにより ， レベルの高いところへ 発展し社会スボー ツ の中に入りマイ 

スポーツの確立は 生涯スポーツとつながり 健康・体力増強に 役立つ。 

    テニスのねらい 

テニスの特性からねらいは 次のようになる。 

① 用具 ( ラケット ) を使用するスポーツで ，基礎・基本をしっかり 学び早くラケット やボ 

一ル に慣れるよ う に学び方の工夫をする。 

② 協力しながら 練習をして，技能を 高め， レベルに合ったゲームをして 楽しむ。 

③ 学習をよりたのしく 進めるために ，正規に近いルールでゲームができるようにすると 同 

時に，マナーや 安全に留意することの 大切さを知るように 心がける。 

2. 内容の考え方 

① ラリーが続くようにいろいろな 練習方法を工夫して 早くゲームができるよう KC する。 

② 自己の役割を 自覚して，責任を 果たし協力して 計画的に，練習やゲームが 出来るよ う に 

すると共に，勝敗に 対しては公正な 態度が取れるようにする。 

3. 学習内容とその 指 音の要点 

Ⅲ 段階別の学習内容 

ア ねらい 1 

① 基礎・基本，ゲーム 
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  ・中級者ドリル 申 自分の思ったところにボールをコントロールできる 

・上級者ドリル 申 相手の動きを 見ながらボールをコントロールできる 

一つのドリルに 集中できる時間は 15 分～ 20 分が限度それ 以上になるとあ きるので次の ドリ 

ルヘ 移っていきます。 
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初心者対象ドリル ( ねらい 1) 

イ ，空中へのボールつき 練習 ( ねらいはラケットやボールに 慣れる ) 

( スウイートスボットでボールをとらえる ) 

頭の高さに連続してつく 

高いボールと 低いボールを 交互に連続してつく 

できるだけ低いボールを 連続して づ く 

フォア面やバック 面でボールをつく ，慣れてきたら 交互につく 

ロ ，地面へのボールつき 練習   上 と同じ様にして 地面にっく ( 各ボール つ きを 50 回を目標 ) 

移動しながらつく 

ハ ，グラウンドストロークの 初歩的練習 て フェンス ic 向かって打つ ) 
  

( クランドストロークの 基本的スインクの 習得Ⅰ   
フォアハンドストロークの 練習 ( ボールを左足の 斜め 前 ic 落し ， バウンド し         

したボールをフェンスに 向かって打つ ) 
バックハンドストロークの 練習 ( ボールを右足の 斜め前に落し ， バウンド 

した ボールをフェンスに 向かって打つ ) 

各ストロークともまっすぐ 打てるように 繰り返し練習する。 

ニ ，サーブの初歩的練習 ( サービスの基本的 スゥング の練習 ) 

・アンダーハンドサービスの 練習 ( ボールを腰の 前にストして ，打つ ) 

・オーバーハンドサービスの 練習 ( ボールを頭の 上，やや前方にトスして ，打つ ) 

( まっすぐ打てるように 繰り返し練習する。 慣れてきたら 少しずつはなれて 練習 ) 

ホ ，ボレ一の初歩的練習 ( ボ ン 一の基本的スウ ング の習得 ) 

2 人 1 組になる。 互いに 3 ～ 4m 離れて立つ，パートナア 一にアンダーハンドで 

投げてもらったボールを 打つ。 

・フォアハンドボ ン 一の練習 ( 左足を斜め前に 踏み込んで肩から 腰の高さのボールを 打つ ) 

・バックハンドボ ン 一の練習 ( 右足を斜め前に 踏み込んで肩から 腰の高さのボールを 打つ ) 

ゲーム ねらい 1 の段階での楽しみ 方 ( ゲーム ) つく回数を競う 

・空中へのボールつき 練習 ( ねらいはラケットやボールに 慣れる ) 

( スウイートスポットでボールをとらえる ) 

・頭の高さに 連続してつく 

・高いボールと 低いポールを 交互に連続してつく 

・できるだけ 低いボールを 連続してつく 

，フォア面やバック 面でボールをつく ，慣れてきたら 交互につく 
・地面へのボール つ き練習 

・ 上 と同じ様にして 地面につく ( 各ボール つ きを 50 回を目標 ) 

移動しながらつく 

初歩的段階でのゲームは 体育館のバレーコート 範囲で 10 点先取ゲーム 
屋外テニスコートではサービスライン 範囲 
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いろいろは練習万法， 例 

字ヅト を便の ぢい で行うミニテニス 練習 
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ィ ．中級段階でのゲーム ( ねらい ) 
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ストレートゲーム 
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単元計画と学習Ⅰ 甲耳 ¥@.A の 留 燕魚 

( ェ ) 単元計画 例 

ア 時 制配分 (1 年女丁 9 帖 問 ) 

    

時制 1  2  3  4  5  6  7  8  9 

・活動 ねら ぃ Ⅰ ねら ぃ 2 

        
  Ⅰ学習 活助 と指導 
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ねらい 亜 lI への ボ かっき綾踊・ 地 而へのボ ルつき練習 ( ラケットやぼ るに慣れる ) 

工 グランドストロークの 初歩的練習 ( スウイートスポットでボールをとらえる ) 

ミニゲ ム をして楽しむ 

1  各自   役害 l 扮担 をし、 ボル つ きの練習 0  学習のねらいや、 道筋 ズ 9; 把握され、 一 
高いが かっき、 低 い ボールつき、 学習の進め方が 理解されているか。 

- フゴア 而 ・バック 而 交互につく練習 0  め あ てをもっで活動しているか。 
  
  いろいろなっ き 方で継統回数を 競 う 0  グリップはどうか。 

  な 2  移動ボールつき 0  スイトスポットでボールをとらえ 
  

歩きながらの ボ かっきや、 ひろい る 事ができたか。 

ろ 正大して競 う 0  互いに協力し 合って学習を 進めて 

3  2 人工 紐で ストロ ク練習 いるか。 などを観察し、 指導する 

投げる 人 Ⅰ人はラケットで 打つ 

力 らい アンダ ハンドサ ビスの練習 ( ターゲットをおいて 当てる ) 

2  シングルス やダ プルスのゲームをして 楽しむ。 

1  2 人上組でストロークの 練習 0  各チームとも 強い順序を決めて 置く   
ゲ ュ、 = 先に l0 如仮 った人が勝ち 0  対戦は強 い もの同志合 うよう にする 

2  ティ ム --=7 人網成， 4 人網成さする 0  ペア - 同志の人間関係や 勝敗に対ず 

・ ン ングル，・ダプルス 2 ( 計 7 人網成 ) る 態度に問題はないか。 ば どを観察 

・ ン ングル 2 . ダプルス 1 ( 計 4 人㌍ 成 ) し 、 圭吾 導 する。 

ま 学習の反省をする。 

と 1  金貝 が 楽しむことができたか。 

T2  ルールやマナーを 守，てゲ 」ムや練習ができたか。 
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(2j 学習指導上の 留意点 

ァ ゲームは同レベル 者同志が良 い ( 差があ ると興味を失 う 場合があ る ) 

イ ルールの工夫 

生徒の技能レベルに 応じたルールの 工夫 

ウ 軟式テニス，硬式テニスの 取り扱い 

中学校においては 軟式テニスが 指導されることが 多いが，硬式テニスの 社会における 

めざまし い 普及ぶりを考慮した 場合，施設・ 用具の制約もあ るが，今後，硬式テニスも 

積極的に指導されて 行くことが望ましい。 とあ る 

  リ ケット各部の - 名称 

フレームヘⅠ 

ストリンクス ( ガット ) 

0-... 何回っづけ 

られるかな ? 

    

  

テニスのバリップ 

1, イ ーヌ 、 タングリシ フ 

2, イングリッシュニコンチネンタルバリップ 

3, ウェスタングリップ 
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学習の評価 

  生徒選択を基本としてより 広くより深い 学習を展開することをねらいとしている ， した 

がって目標を 十分踏まえて 適宜評価の観点を 設け，目標の 実現の状況を 観点ごとに評価し 

ていくことになる。 

1 グループや個々のねらいに 添った評価計画の 話し合いを持たせる。 

2 学習カードの 活用。 

１ % 評価 5 大変良 い 4 よ い 3 普通 2 少し努力を要す 1 努力を要す 

ねらい l  ボ m0o 回 以上申 5  評価 

  60 ～ 99  %  4 ( 技能の到達度，伸び 率にも配慮 ) 

( 技能 ) ヰル 40 ～ 59  %  3 

つ 15  ～ 39  %  2 

き 14 回以下つ 1 

態度 申 基本的態度運動種目に 関係なく授業に 参加する態度，遅刻，服装，見学。 

知度 吟 学習のねら ぃ がわかり，それぞれの 運動の特性を 味わうことができ ，それ 

にともな う 知識があ り，主体的な 学習ができる。 

自分の目当てが 立てられる。 

め あ て達成のために 資料を選ぶことができる。 

め あ て達成状況や ，め あ ての変化がわかる 学習 ヵ一ドの 記入ができる。 

学習態度 申 意欲的に主体的に 活動しているか。 

積極的な活動 

協力的な態度 

役割を果たす 

安全面への配慮 ( 危険なプレコふざけた 行動 ) 
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個 人 力 一 ド 例 

  テニス， 卓球， 
極目 名 バドミ ントン， 手 組 香 氏名 

Ⅰ 圭 テ月 回数やゲームの 評 価 4 3 2 Ⅰで記入 

間口 個人の目当て 結果を記入する 集合 技能 態度Ⅰ 卸軸 2 合計 

Ⅰノ ア   
2 / 

  

3 / 

4 / 

5 / 

6 / 

7 / 

/ 

9 / 

]0/   

1  / 

l2/ 
㍑ / 

14 ノ 

l5/ ー     
正
 ℡
 

ニ
グ
ク
 
l
L
 

カ
 
ム
八
 

 
 

目当て ( テニス ) 例 評 価 4 一大変良 い 

，ボール つ き U つ 普通 
・ストローク ( フョア ) 2 一 努力を要す 

  ( バック ) 集合 グループの評価 (a)(b)(c 
， ミニゲーム 態度正一遅刻・ 服装，見学等 

  ストレートゲーム 10 点、 先取 学習態度 2 一 積極的活動 
  クロスゲーム   協力的態度 

役割果たす 

安全面はどうか 等 

一 """ 
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バドミントン ( 卓球の指導形式はテニス・バドミントンに 同じ ) 

]. バドミントンの 特性 

①ラケットを 使ってシャトルを 打ち合い得点を 競い合うスポーツであ る。 

②相手コートにエースを 決めたり，ミスをさそったりして 勝敗を争うところに 楽しさがあ る。 

2. ねらい ド ① ントンの特性を 知り，基本技術を 身につけ，ゲームの 中で適切に使えるようにする。 

② マナーや安全の 大切さを知って ， 楽しく学習が 進められるようにする。 

基本 理想的なバリップ ( 人差し指と中指の 間をあ けるのがポイント ) 

廿 ラケットにシャトルコックをうまくあ てる練習 

基本ストロークの 素振り 

珪 オーバーヘッドストローク 

音 サイドアームストローク 

寺 アンダーハンド   

3.  展開 例 
  

W@ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 

活動 ねら ぃ Ⅰ ねら ぃ 2 

イ 学習活動と ケ旨導 

学習のねら い と活動   キき 導 

は 工学習のねら い や，道筋を知り 学習の進め方を 理解する。 

じ 2 資料などの使 い方や ，グル ピンバ及び役割分担をする。 

め   
Ⅰ基礎・基本を 1 学習の道筋や 進め方が理押されてたか 

な ( フォア血やバック 而 両方うちめげる )  2 互いに協力し 合ってたか 

2 何回続けて ぅ てまずか などを 観案し 、 指神する。 

か ( 自分の最高記録は ) 

図示を参考にめあ てを立てる 

3  ゲ   ム 

ま 学習の反省をする 

と Ⅰ全員が楽しむことができたか。 2 ルールやマナーを 守って練習や ゲ ム ができた 

め か   
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V  年間計画作成の 工夫 

]. 運動領域の選択 

第 1 学年においては ， 「体操」， 「機械運動」， 「陸上競技」， 「水泳」及び「球技」の 領 

域については ，すべての生徒に 履修させることにしているのは 従前と同様であ るが，武道と ダ 

シ スは男なとも 選択して履修できるように 改められている。 

第 2 学年及び 3 学年においては ，生涯体育・スボーッの 観点を重視して 次の表のとおりであ 

る 0 

舐 亡 域 第 1 学年 第 2 学年 第 3 学年 

A  ィ木 Ⅰ 桑 O O O 

B 器械 迦勒 O B.   C 及び D 

O 
B, C 及 び D 

C 陸上聴 技   

D 水 泳 O 

E 球 技 O 
E. F 及 び G  E. F 及 び G 

F 武 道 F 及 び G か から②選択 から②選択 

G  ダ 、 ノ ス ら ①選択 

11 Ⅰ本有に関 - ケる加 織 O O   

(0 印は必修・ 0 内の数字は逃 択 数を示す ) 

2. 球技領域の内容の 取り扱い 

生涯スボー ツ の観点から ヰ 「テニス」， 「バドミントン」， 「卓球」及びソフトボール 加わ 

り 1 学年では積極的に 取り入れる方向へと 計画する。 ( 選択能力の拡大を 図る ) 

ア バスケットボール 又は 一 
イ ィナッカ一 

' 型 "   '   。 。 "'"   。 ア一 オ から 

②選択 

コ二 デニス・ バドミントン 卓 ， 球 又は 

'   一 
3, 選択制の導入 

平成 4 年度の中学 2 年生の球技が 3 学期に男女共習の 選択制を敷いて 平成 5 年度からの全面 

実施に備えるため 計画をする。 
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W  成果と今後の 課題 

Ⅲ 成果 

運動の考え方として 以前は，心身の 発達の手段であ ったが現在は ，生涯にわたる 生活の内 

容としてとらえ ，一定の知識や 技術を身につけるよりも ，絶えず動いていく 新しい現実場面 

に 創造的に対処していくたくましい 力をねらっていることを 知ることができた。 

又 ，新学習指導要領の 保健体育科の 内容のⅠ生涯体育・スポーツ』についての 仮説を立て 

ることができこれらの 選択制の方向性を 知ることができた。 

@2@ 今後の課題 

  施設・設備の 問題で苦慮している 現状 ヰ 「個に応じた 学習 ] を考えた場合に 生徒側に立 

って学習できるように 工夫する必要があ る。 

  球技の場合種目の 組合せが，人数のかたよりに 大きく影響してくるので ， 1 学年の初歩 

的 段階指導においては ，テニス・バドミントン 及び卓球をセットして 体育館で学習するこ 

とが効果的であ ると 9 、 ぅ 。 テニスは， ラリーが続くようになると 運動場でラリーゲームが 

楽しめる。 ハ 一ドルをネットがわりにするのもひと 工夫ではないかと 思う。 

・ 選択制導入による 年間指導計画の 工夫 

(3) おわりに 

4 ケ月 という研究期間において 自分の研究のみでなく ，他の研究員と 一緒に，幼稚園教育・ 

小学校低学年・ 特殊教育・進路指導及び 浦添市の人口動態などいろいろなテーマをもって 検 

証 授業に望んだ 研究員と共に ，系統的な学習のあ り方を知ることができた。 

研究の機会を 与えてくださいました 福山朝秀所長・ 浦添市教育委員会の 先生方，研修期間中 

直接指導してくださった 大城 昌 店先生・諸 兄里 槍先生・安里良書先生に ， 心より深く感謝 申 

し 上げます。 
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